
様式第２号

平成３０年 ９月１８日

新見市議会議長 殿

報告者名

新見市議会文教福祉常任委員会

委員長 坂 東 義 生

市議会一般会議実施報告書

開催日時 平成３０年 ７月１８日（水） １６時３０分～１８時００分

開催場所 新見高校北校地 会議室

団 体 名 新見公立大学 学生５名、 新見高校北校地 生徒５名、

代表者名 新見高校南校地 生徒５名、共生高校 生徒５名

参加者数 計２０名

出席議員 坂東義生、岩田秀之、藤澤正則、橋本亨子、塩飽満路、

杉本美智子、山本昌次、宮本英基、古川英明

○開会あいさつ 坂東義生 文教福祉常任委員長

○自己紹介

○プレゼンテーション「みんなで作ろう！新見市子ども条例」

杉本美智子議員

意見交換の ○ワークショップ（Ａ班、Ｂ班、Ｃ班、Ｄ班）

内 容 ○グループ発表

○まとめ

○閉会あいさつ 岩田秀之 文教福祉常任副委員長

議員間自由 なし

討議の内容

備 考 ワークショップの内容ついては別紙意見集約表のとおり



意見交換の内容

テーマ：子どもが幸せに暮らせるまち

※要点筆記による

（相手方団体名） 出席議員の意見

別紙のとおり



子ども条例制定に向けたワークショップ 意見集約表             No．１ 
 
実施日  平成 30年 7月 18日（水）１６：３０～１８：００ 
 
場 所  新見高校北校地 会議室 
 
参加者  新見公立大学 5名 新見高校北校地 5名、南校地 5名、共生高校 5名  計 20名 
 
出席議員 文教福祉常任委員会（坂東、岩田、藤澤、橋本、塩飽、杉本、山本、宮本、古川）9名 
 
テーマ A班 B班 C班 D班 

①大人や地域

に望むこと 
高齢者（学生や子供と高齢者が

かかわりあえるように） 
交通の充実（街灯、カーブミラ

ーの設置で安全安心。歩道整

備。交通の便をよくする） 
イベント（たくさん、大きく） 
施設（学習できる場、子どもが

遊べる場、現在の施設の利用者

を増やす） 
非行防止の研修会実施 
市の名物を作る 
 
 

ガス料金を安くしてほしい 
歩きたばこをやめてほしい 
交通（街灯、カーブミラーの

設置。バス・JRの充実） 
交流（増やす。ボランティア

をする） 
教育（子育て支援。教育支援。

学習場所を増やす。あいさつ

をする） 
楽しめる場所を増やしてほ

しい。 

経験が積める環境 
ボランティアできる環境 
安全安心（街灯、カーブミラ

ーの設置） 
育児がしやすいように 
ごみがないきれいな市 
信用しあっていつでも助け合

えること 

交通の充実 
まちの装飾（街路樹、街灯） 
人口増加 
災害が少ない 
医療福祉の充実 
イベントを増やす 



テーマ A班 B班 C班 D班 
②どんな市に

なってほしい

か 

子どもと高齢者（かかわりあえ

る。安心して遊べる。高齢者が

元気でいる） 
ごみ（ごみが落ちていないきれ

いなまち） 
活気（人口増。若者増） 
あいさつ（挨拶や声掛けを増や

す。犯罪率を低くする） 
ボランティア（積極的に参加。

学生も地域貢献できる街） 
仕事（働き先が多い。給料が高

い） 

他県へ自慢できる市 
他県からうらやましがられ

る市 
自然豊か、住みやすい、治安

が良い、明るく笑顔があふれ

る市 

将来夢がかなう市 
暮らしやすい、すごしやすい

市（イベントがある、人口増、

活気がある市） 
育児がしやすいように 
ごみがないきれいな市 
信用しあっていつでも助け合

えること 

安全、安心（環境が良いま

ち） 
活気があるまち 
職場の充実 
娯楽施設、福祉施設の増加 

③どんな大人

になりたいか 
交流（関わり合いの中で気配

り、思いやりができる大人） 
自然のことを子供たちに教え

てあげられる大人 
市に貢献できる大人 
視野が広い大人 

あいさつができる大人 
思いやりのある大人 
頼れる大人 

明るい大人 
元気がある大人 
自分らしく生きられる大人 
優しい大人（親身に寄り添え

る、他人を支えられる） 
責任感がある大人 
自分の意見を言える大人 
信用しあっていつでも助け合

えること 

地域に貢献できる大人 
人の役に立つ大人 
常識のある大人 
自立した大人 

 


